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その運用状況の概要
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・連結株主資本等変動計算書 Ｐ４

・連結注記表 Ｐ５

・株主資本等変動計算書 Ｐ17

・個別注記表 Ｐ18

2021年４月１日から

2022年３月31日まで

上記の事項につきましては、法令及び定款の定めに従い、インターネット上の当社ウェブサイト
（https://www.takisawa.co.jp/）に掲載することにより、株主の皆様に提供しております。

株式会社滝澤鉄工所



業務の適正を確保するための体制及びその運用状況の概要

(1) 当社は、取締役会決議により、業務の適正を確保するための体制(いわゆる内部統制システム)の

整備に係る基本方針を定めております。当該基本方針の概要は以下のとおりであります。

① 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため、コンプライアンス基

本規程を制定し、法令等の遵守に基づく公正な経営を行うことを規定するとともに、コンプ

ライアンス委員会の活動を推進し、コンプライアンスを確保しております。

取締役会は、原則として１ヶ月に１度、その他必要に応じて随時開催し、取締役間の意思

疎通を図るとともに、相互に業務執行を監督しております。

業務執行については、職務権限規程に責任者及びその責任、権限を定め、業務を執行させ

るとともに、内部監査室を設け、業務の運営状況を把握し、その適正性を確保しておりま

す。

さらに、内部通報に係る規程を制定し、法令違反等に関する従業員からの内部通報窓口を

設置しております。

また、インサイダー取引については、内部者取引に係る規程により防止しております。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役の職務の執行に係る情報は、保存文書の取扱に係る規程により、文書または電磁的

媒体（以下、文書等という）に記録し、適切に保管を行っております。

また、文書等は、保存媒体に応じ、適切かつ検索性の高い状態で保存しております。

取締役は、必要ある場合に上記文書等を閲覧することができるものとしております。

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

リスク管理に関しては、リスク管理基本規程を制定し、リスク管理の最高責任者を代表取

締役社長とすると同時に、リスク管理委員会を設置しリスク管理を効果的かつ効率的に実施

しております。リスク管理委員会の議事内容は、適宜取締役会に報告するものとしておりま

す。

また、既往のリスク管理のために設置された各種委員会は、リスク管理委員会と緊密に連

携するものとしております。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

取締役会は、経営目標を定め、業務担当取締役はその目標達成のための具体的施策及び職

務分掌に基づいた効率的な達成の方法を策定し、業務を執行しております。

情報システムを活用し、目標及び業務遂行状況をレビューし、業務の効率化を実現してお

ります。業務執行については、職務権限規程に責任者及びその責任・権限を定めておりま

す。

また、諸規程に基づき業務が執行されていることを内部監査室が監査し、内部統制システ

ムの有効性を継続的に確認しております。

⑤ 使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため、コンプライアンス基

本規程を制定し、法令等の遵守に基づく公正な経営を行うことを規定するとともに、コンプ

ライアンス委員会の活動を推進し、コンプライアンスを確保しております。

業務執行については、職務権限規程に責任者及びその責任、権限を定め、業務を執行させ

るとともに、内部監査室を設け、業務の運営状況を把握し、その適正性を確保しておりま

す。

さらに、内部通報に係る規程を制定し、法令違反等に関する従業員からの内部通報窓口を

設置しております。

また、インサイダー取引については、内部者取引に係る規程により防止しております。
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⑥ 当社並びに子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

当社は、グループの経営方針を定め、グループの存在意義、ビジョンを明確にし、グルー

プ各社の結束及び信頼関係を深めることにより、グループ全体の更なる発展を目指しており

ます。また、関係会社管理規程に基づき子会社に対する管理方針、管理組織を定め、業務の

適正を確保する体制を構築しております。

・子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制

当社は、関係会社管理規程に基づき、子会社より当社へ定期的または必要に応じて経

営状況等の報告を受けております。

・子会社の損失の危機の管理に関する規程その他の体制

当社は、リスク管理基本規程を制定し、リスク管理委員会を定期的に開催して子会社

における重大なリスクを把握し適切な処置を行っております。また、子会社の経営に

重大な影響を与えるリスクが発生する恐れがある場合には、子会社より報告を受け、

当社・子会社が連携し迅速かつ適切な対応を取っております。

・子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

当社は、子会社の経営内容を的確に把握するため、関係会社管理規程に基づき、必要

書類等の提出を求め、取締役等の職務の執行状況を検証しております。また、重要事

項については当社取締役会にて審議を行っております。

・子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するた

めの体制

当社は、コンプライアンス基本規程に基づき、コンプライアンス委員会を定期的に開

催して子会社のコンプライアンスに関わる取り組み状況を検証し、グループ全体のコ

ンプライアンス体制を確立しております。

⑦ 監査等委員会の職務を補助すべき使用人等に関する事項

監査等委員会の職務は、内部監査室においてこれを補助しております。

⑧ 前号の使用人の監査等委員である取締役以外の取締役からの独立性及び当該使用人に対する指

示の実効性に関する事項

・内部監査室に対する指揮命令権はその業務を補助する範囲内において監査等委員会に帰

属しております。

・内部監査室の使用人等の人事異動、人事評価、罰則等の決定については、事前に監査等

委員会の同意を必要としております。

⑨ 当社及び子会社の取締役及び使用人等が当社の監査等委員会に報告をするための体制その他の

監査等委員会への報告に関する体制

当社の業務担当取締役及び使用人等は内部統制規程に基づき、定期的に監査等委員会へ経

営や財務の状況等を報告し、重大な事項が発生した場合には必要な報告及び情報提供を遅滞

なく行うこととしております。また、子会社の取締役及び使用人等は、関係会社管理規程に

定められた事項を当社の管理担当部署に報告し、担当部署は速やかに監査等委員会にその内

容を報告しております。

⑩ 当社の監査等委員会へ報告した者が当該報告を理由として不利な扱いを受けないことを確保す

るための体制

当社は、内部通報規程に基づき、内部通報を行った者に対して、当該報告をしたことを理

由として不利な扱いを行うことを禁止することを規定し、通報者を保護しております。
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⑪ 当社の監査等委員の職務の執行について生じる費用の前払い又は償還の手続きその他の該当職

務について生じる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項

当社は、監査等委員会と協議のうえ監査等委員の職務を執行するために必要な予算をあら

かじめ定めております。

⑫ その他当社の監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

業務担当取締役及び使用人は、監査等委員会の監査に必要な重要書類の閲覧、実地調査、

業務担当取締役及び使用人との意見交換、子会社監査、子会社監査役との連携等の監査等委

員会の活動が円滑に行われるよう、監査環境の整備に協力しております。

⑬ 財務報告の信頼性に係る内部統制を確保するための体制

金融商品取引法、財務報告に係る内部統制基準及び実施基準に基づき財務報告の信頼性に

係る内部統制を確保するため、内部統制整備委員会を設置し、財務報告に係る内部統制整備

規程に基づき内部統制の整備及び運用を継続的に実施することとしております。

⑭ 反社会的勢力排除に向けた体制

当社及び当社グループ会社は、暴力団排除条例に基づき、市民社会の秩序や安全に脅威を

与え、企業の健全な発展を阻害する反社会的勢力に対しては、断固たる姿勢で臨み、一切の

関係を遮断し、不当な要求は拒絶します。反社会的勢力対応基本規程を制定し、社内への周

知徹底と実行力のある体制整備の維持・向上に取り組みます。

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

① リスク管理及びコンプライアンス

リスク管理につきましては、リスク管理委員会を定期的に開催し、企業経営に重大な影響を

与えるリスクの識別、分類、分析、評価の見直し、また、それに必要な対応策の実施状況を確

認しています。

コンプライアンスにつきましては、コンプライアンス委員会を２回開催し、2016年６月に

「内部統制システム基本方針」の一部改訂を実施いたしました。管理部門は、全社を対象に法

令研修やインサイダー取引に関する研修を実施しております。また、内部通報規程に基づき内

部通報窓口を設置するとともに内部通報者の不利益な取扱いの禁止を含む内部通報制度の利用

ルールを社内掲示等で周知しております。

② 取締役の職務の執行

取締役会は、当事業年度に18回開催され、活発な意見交換のもと重要事項につき審議、決議

したほか、取締役から業務執行状況につき報告を受け、意思の疎通を図るとともに業務執行の

監督を行っております。

監査等委員会は16回開催され、監査に関する重要な事項を協議、決議しております。また、

常勤監査等委員は、経営会議及びリスク管理委員会など重要な会議に出席するとともに、稟議

書などの重要書類を常時閲覧することにより監査の実効性の向上を図っております。

③ グループ会社の経営管理

当社子会社につきましては、関係会社管理規程に従い、各子会社から定期的に経営状況等の

報告を受け、子会社の経営にかかる重大な事項については適宜、事前の承認申請または報告を

受けております。また、内部監査室は、当事業年度に子会社５社に対する内部監査を実施して

おり、グループ経営に対するモニタリングを行っております。
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連結株主資本等変動計算書

〔 2021年４月１日から
2022年３月31日まで 〕

（単位 千円）

残高及び変動事由
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 2,319,024 1,568,289 12,501,409 △44,406 16,344,317

会計方針の変更による
累 積 的 影 響 額

－ － △30,114 － △30,114

会 計 方 針 の 変 更 を
反映した当期首残高

2,319,024 1,568,289 12,471,294 △44,406 16,314,202

剰 余 金 の 配 当 － － △98,292 － △98,292

親会社株主に帰属する当期純利益 － － 373,804 － 373,804

自 己 株 式 の 取 得 － － － △166,875 △166,875

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

－ － － － －

連結会計年度中の変動額合計 － － 275,511 △166,875 108,635

当 期 末 残 高 2,319,024 1,568,289 12,746,806 △211,282 16,422,838

残高及び変動事由

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計そ の 他
有価証券評価
差 額 金

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当 期 首 残 高 66,705 202,411 △57,645 211,472 3,721,807 20,277,597

会計方針の変更による
累 積 的 影 響 額

－ － － － － △30,114

会 計 方 針 の 変 更 を
反映した当期首残高

66,705 202,411 △57,645 211,472 3,721,807 20,247,482

剰 余 金 の 配 当 － － － － － △98,292

親会社株主に帰属する当期純利益 － － － － － 373,804

自 己 株 式 の 取 得 － － － － － △166,875

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

△13,504 640,512 35,601 662,609 746,333 1,408,942

連結会計年度中の変動額合計 △13,504 640,512 35,601 662,609 746,333 1,517,578

当 期 末 残 高 53,200 842,924 △22,043 874,081 4,468,141 21,765,060
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連 結 注 記 表
(連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）

１. 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数 ９社

TAKISAWA,INC.

台灣瀧澤科技股份有限公司

上海欣瀧澤機電有限公司

瀧澤科技投資股份有限公司

Takisawa Tech Corp.

滝澤商貿(上海)有限公司

滝澤机床(上海)有限公司

TAKISAWA Tech Asia Co.,Ltd

瀧澤機電(浙江)有限公司

(2) 非連結子会社の数 ２社

TAKISAWA(THAILAND) CO.,LTD.

PT.TAKISAWA INDONESIA

連結の範囲から除いた理由

非連結子会社２社は、総資産、売上高、当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に

見合う額)等に及ぼす影響が軽微であり、全体として重要性がないため連結の範囲から除いてお

ります。

２. 持分法の適用に関する事項

(1) 持分法適用会社

① 非連結子会社 該当なし

② 関連会社 該当なし

(2) 持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社

① 非連結子会社の数 ２社

TAKISAWA(THAILAND) CO.,LTD.

PT.TAKISAWA INDONESIA

② 関連会社の数 １社

SAP TAKISAWA MACHINE TOOLS PRIVATE LTD.

③ 持分法を適用しない理由

持分法を適用していない非連結子会社２社及び関連会社１社は、それぞれ当期純損益(持分に

見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体として重

要性がないため持分法の適用から除外しております。

(3) 持分法の適用の手続について特に記載する必要があると認められる事項

該当事項はありません。

３. 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、事業年度の末日が連結決算日と異なる子会社は、台灣瀧澤科技股份有限公

司、上海欣瀧澤機電有限公司、瀧澤科技投資股份有限公司、Takisawa Tech Corp.、TAKISAWA Tech

Asia Co.,Ltd、滝澤商貿(上海)有限公司、滝澤机床(上海)有限公司及び瀧澤機電(浙江)有限公司の

８社であり、その決算日は12月31日であります。連結計算書類の作成にあたっては同日現在の計算

書類を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については連結上必要な調整を行っておりま

す。
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４. 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

満期保有目的の債券………償却原価法(定額法)

持分法非適用の非連結

子会社株式及び関連会

社株式 ……移動平均法による原価法

その他有価証券

市場価格のない株式

等以外のもの……………時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定)

市場価格のない株式

等…………………………移動平均法による原価法

② デリバティブ

デリバティブ……………時価法

③ 棚卸資産

商品及び製品………………当社については、

商品 先入先出法による原価法

(収益性の低下による簿価切下げの方法)

製品 個別法による原価法

(収益性の低下による簿価切下げの方法)

在外連結子会社については、移動平均法による低価法

仕掛品………………………当社については、個別法による原価法

(収益性の低下による簿価切下げの方法)

在外連結子会社については、移動平均法による低価法

原材料、貯蔵品……………当社については、先入先出法による原価法

(収益性の低下による簿価切下げの方法)

在外連結子会社については、移動平均法による低価法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却方法

有形固定資産………………当社については、定率法(ただし、1998年４月１日以降取得した建

物(建物附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降に取得した建物

附属設備及び構築物については定額法)

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ７年～50年

機械装置及び運搬具 ４年～31年

その他 ２年～20年

在外連結子会社については、所在地国の会計基準に基づく定額法に

よっております。

無形固定資産………………定額法

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準

によっております。
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(3) 重要な引当金の計上基準

貸倒引当金……………………債権の貸倒損失に備えるため、一般債権は貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権は個別に回収可能性を勘案し、回収不能

見込額を計上しております。また、一部の在外連結子会社につい

ては、取引先の資産内容を勘案して計上しております。

賞与引当金……………………従業員への賞与支給に備えるため、当連結会計年度の負担すべき

支給見込額を計上しております。

役員賞与引当金………………役員に対して支給する賞与の支給の支出に充てるため、支給見込

額に基づき当連結会計年度に見合う分を計上しております。

製品保証引当金………………契約に基づき保証期間内の製品を無償で修理・交換する費用の支

出に備えるため、過去の実績を基礎として算出した修理・交換費

用並びに納入済製品の補修費支出等の見込額を計上しておりま

す。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方

法については給付算定式基準によっております。

数理計算上の差異は、主として各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数(10年)による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用

処理することとしております。

(5) 重要な収益及び費用の計上基準

当社グループは、数値制御旋盤、マシニングセンタ及び普通旋盤等の工作機械の製造販売を主

な事業内容としております。

これらの事業に係る製品の販売については、引渡時点において顧客が当該製品に対する支配を

獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、原則として製品の引渡時点で収益を認

識しております。国内販売においては、顧客の検収が完了した時点又は出荷時から製品の支配が

顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷した時点で収益を認識してお

り、輸出販売においては、主にインコタームズ等で定められた貿易条件に基づきリスク負担が顧

客に移転した時点として、船積時に収益を認識しております。なお、現地据付調整作業を伴う一

部の製品については、顧客の検収が完了した時点で収益を認識しております。

(6) 重要な外貨建ての資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし

て処理しております。なお、在外連結子会社の資産、負債、収益及び費用は、それぞれの決算日

の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支

配株主持分に含めております。

(7) その他の連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

（会計方針の変更に関する注記）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」

という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した

時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしておりま

す。これにより、従来出荷時に収益を認識しておりました製品販売の一部について、検収時に収益を
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認識することといたしました。

また、販売手数料等の顧客に支払われる対価については、従来、販売費及び一般管理費として処理

する方法によっておりましたが、取引価格から減額する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額

を、当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しており

ます。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛

金」は、当連結会計年度より「受取手形」及び「売掛金」に含めて表示しております。

この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当連結会計年度の連結貸借対照表は、売

掛金は402,245千円減少し、商品及び製品は255,755千円増加し、流動資産その他は17,390千円増加し

ております。当連結会計年度の連結損益計算書は、売上高は73,336千円増加し、売上原価は209,817

千円増加し、販売費及び一般管理費は87,586千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期

純利益はそれぞれ48,894千円減少しております。

当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結株主資本等変動計算

書の期首残高は30,114千円減少しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する

会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時

価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、

連結計算書類に与える影響はありません。

また、「金融商品関係」注記において、金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項等の注

記を行うことといたしました。

（表示方法の変更に関する注記）

（連結損益計算書)

前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「受取賃貸料」は、営業外収

益の総額の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。
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(会計上の見積りに関する注記）

(繰延税金資産の回収可能性）

(1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額 387,894千円

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

繰延税金資産は、将来減算一時差異及び未使用の税務上の欠損金のうち、将来事業計画により見積

られた将来課税所得に対して利用できる可能性が高いものに限り認識しております。

当社グループは、繰延税金資産の回収可能性の前提となる将来事業計画に新型コロナウイルス感染

症の影響を織り込み、将来課税所得の見積りを行っておりますが、新型コロナウイルス感染症は、経

済、企業活動に広範な影響を与える事象であり、また、その影響は地域ごとに異なるため、将来事業

計画に重要な不確実性が含まれると判断しております。当社グループは、複数の外部の情報源に基づ

き各マーケットの影響を分析・評価した結果、当社グループの業績に対する新型コロナウイルス感染

症拡大の影響について、地域によって異なるものの、翌連結会計年度にかけて、自律的な回復の動き

がみられるという一定の仮定を置いています。

ただし、課税所得が生じる時期及び金額は、今後の新型コロナウイルス感染症及び経済動向によっ

て影響を受ける可能性があり、実際に発生した課税所得が見積りと異なった場合、翌連結会計年度の

連結計算書類において、繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

(連結貸借対照表に関する注記）

１. 担保に提供している資産

(1) 工場財団

建 物 及 び 構 築 物 1,493,957千円

機 械 装 置 及 び 運 搬 具 17,099千円

土 地 1,197,540千円

計 2,708,597千円

(2) その他

建 物 及 び 構 築 物 259,960千円

機 械 装 置 及 び 運 搬 具 236,835千円

土 地 2,009,448千円

計 2,506,244千円

上記に対応する債務額

一年以内返済予定の長期借入金 772,713千円

長 期 借 入 金 1,487,217千円

計 2,259,931千円

当社は、2022年１月に締結したコミットメント期間付タームローン契約に基づき、上記の工場財団

及びその他(204,692千円)を担保に提供しております。

２. 有形固定資産の減価償却累計額 7,952,228千円

３. 国庫補助金を受入れたことにより有形固定資産の取得価格から直接減額した圧縮記帳額は、次の

とおりであります。

建物 25,004千円

４. 非連結子会社及び関連会社に係る注記

非連結子会社及び関連会社に対するものは次のとおりであります。

投資有価証券(株式) 28,047千円

５. コミットメント契約

当社は、安定的かつ機動的な資金調達方法を確保することにより、今後の経営環境の変化に柔軟
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に対応するため、2022年１月に取引銀行３行とコミットメント期間付タームローン契約を締結して

おります。当該契約はあらかじめ定めた規模の洪水及び地震に被災した際に災害復旧資金としても

借入実行可能な契約となっております。また、当該契約に係る当連結会計年度末における借入実行

残高はありません。

コミットメントの総額 2,000,000千円

借 入 実 行 残 高 ―

差 引 額 2,000,000千円

６. 財務制限条項

当社が締結しているコミットメント期間付タームローン契約(2022年１月28日締結)には、本契約

締結日以降到来する各事業年度の末日において、個別貸借対照表における純資産の部の合計金額

が70億円を下回らないこと、かつ、各事業年度の末日において、個別損益計算書において償却前

経常損益(経常損益及び減価償却費(特別損失に計上されるものを除く。)の合計金額)を３期連続

で損失とならないようにするという財務制限条項が付されております。

７. 流動負債「その他」のうち、契約負債の金額は、次の通りであります。

契約負債 1,329,691 千円
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(連結株主資本等変動計算書に関する注記)

１. 発行済株式及び自己株式に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首 増 加 減 少 当連結会計年度末

発行済株式

普通株式(株) 6,578,122 － － 6,578,122

合 計 6,578,122 － － 6,578,122

自己株式

普通株式(株) 25,211 141,764 － 166,975

合 計 25,211 141,764 － 166,975

（変動事由の概要）
増加数の内訳は、次の通りであります。
2021年10月29日開催の取締役会決議による自己株式の取得 141,400株
単元未満株式の買取 364株

２. 剰余金の配当に関する事項

当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決 議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

2021年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 65,529 10.00
2021年
３月31日

2021年
６月28日

2021年10月29日
取締役会

普通株式 利益剰余金 32,763 5.00
2021年
９月30日

2021年
12月２日

当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

決 議(予定) 株式の種類 配当の原資
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

2022年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 96,167 15.00
2022年
３月31日

2022年
６月27日
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(金融商品に関する注記)

１. 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については資金運用規程に基づき、運用基準、決裁方法を定め、安

全かつ有利に資金を運用する方針であります。また、資金調達については調達する時点で最も効

率的と判断される方法で実行する方針であります。デリバティブ取引は、外貨建営業債権債務に

係る為替変動リスクを回避するために利用し、投機的な取引は行いません。

(2) 金融商品の内容とそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である受取手形及び売掛金、並びに電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されてお

ります。また、海外へ製品の販売を行っているため外貨建ての営業債権があり、為替の変動リス

クに晒されております。顧客の信用リスクに関しては、当社グループ各社の与信管理規程に基づ

き、売掛金管理表等で回収・残高・与信管理を行っております。

有価証券及び投資有価証券は、資金運用を目的とした満期保有目的の債券、主に業務上の関係

を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、定期的に把握された

時価が取締役会に報告されております。

営業債務である支払手形及び買掛金、並びに電子記録債務の支払期日は、すべてが１年以内で

す。また海外より仕入を行っているため外貨建ての営業債務があり、為替の変動リスクに晒され

ております。

短期借入金及び長期借入金は主に営業取引に係る資金調達です。借入金の一部は、金利の変動

リスクに晒されており、また、財務制限条項が付されております。

営業債務や借入金は、流動性リスクに晒されておりますが、当社グループ各社において、月次

の資金繰計画を作成するなどの方法により管理しております。

外貨建債権債務の為替の変動リスクに関しては、通常の外貨建営業取引に係る輸出実績等を踏

まえ、取引の範囲内でデリバティブ取引(為替予約)を利用することによりヘッジしております。

デリバティブ取引の実行及び管理は各社の財務部門で行っており、担当役員の承認を得たうえで

実行しております。また、財務部門において取引金融機関に対して定期的に残高確認を実施し、

担当役員が残高の妥当性を検討しております。なお、デリバティブ取引の契約先は信用度の高い

銀行に限定しております。

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定さ

れた価額が含まれております。当該価額の算定において変動要因を織り込んでいるため、異なる

前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。
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２. 金融商品の時価等に関する事項

2022年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のとおりで

あります。なお、市場価格のない株式等は、次表の「有価証券及び投資有価証券」には含めており

ません（（注１）をご参照ください。）。また、現金及び預金、受取手形、売掛金、電子記録債権、

有価証券（譲渡性預金及び合同運用金銭信託）、支払手形及び買掛金、電子記録債務、短期借入金、

未払金については、現金及び短期間に決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることか

ら、記載を省略しております。

連結貸借対照表計上額
(千円)

時 価
(千円)

差 額
(千円)

有価証券及び投資有価証券

満期保有目的の債券 401,057 399,800 △1,257

そ の 他 有 価 証 券 186,380 186,380 －

資 産 計 587,438 586,180 △1,257

長 期 借 入 金（※1） 4,940,555 4,940,914 359

負 債 計 4,940,555 4,940,914 359

デリバティブ取引（※2）

ヘッジ会計が適用されていないもの △69,625 △69,625 －

デ リ バ テ ィ ブ 取 引 計 △69,625 △69,625 －

(※1) １年以内に返済予定の長期借入金を含めております。
(※2) デリバティブ取引によって生じた正味の債権、債務は純額で表示しており、合計で正味の債

務となる項目については、（ ）で示しております。

（注１）市場価格のない株式等

(単位：千円)

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 6,724

これらについては、「その他有価証券」には含めておりません。
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３. 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３

つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した

時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算

定した時価

レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプット

がそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類して

おります。

(1)時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券

その他有価証券

株式 186,380 － － 186,380

デリバティブ取引

通貨関連 － 527 － 527

資産計 186,380 527 － 186,908

デリバティブ取引

通貨関連 － 70,153 － 70,153

負債計 － 70,153 － 70,153

(2)時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券

満期保有目的の債券

社債 － 401,057 － 401,057

資産計 － 401,057 － 401,057

長期借入金 － 4,940,555 － 4,940,555

負債計 － 4,940,555 － 4,940,555
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(注)時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

有価証券及び投資有価証券

上場株式及び社債は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されてい

るため、その時価をレベル1の時価に分類しております。一方で、当社が保有している社債は、市

場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格とは認められないため、その時価をレベル2

の時価に分類しております。

長期借入金

元利金の合計額を新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により

算定しており、レベル2の時価に分類しております。

デリバティブ取引

為替予約の時価は、金利や為替レート等の観察可能なインプットを用いて割引現在価値法により

算定しており、レベル2の時価に分類しております。

(収益認識に関する注記）

１． 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループの報告セグメントを主要な財又はサービスの種類別に分解した情報

報告セグメント（千円）
合計

日本 アジア 北米

CNC旋盤 10,576,342 9,598,667 1,689,409 21,864,419

TAC(CNC/普通旋盤) 1,666,281 - - 1,666,281

普通旋盤 1,037,024 - - 1,037,024

マシニングセンタ 251,909 - - 251,909

プリント基板ドリル穴明機 - 110,875 - 110,875

その他 972,610 429,986 149,514 1,552,111

外部顧客への売上高 14,504,166 10,139,529 1,838,924 26,482,620

２． 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

当社グループは、数値制御旋盤、マシニングセンタ及び普通旋盤等の工作機械の製造販売を主な事

業内容としており、取引価格の算定については、顧客との契約において約束された対価から値引き等

を控除した金額で算定しております。

履行義務の充足時点については、製品を顧客に引き渡した時点としておりますが、これは当該時点

が製品の法的所有権、物理的占有、製品の所有に伴う重大なリスク及び経済価値が顧客に移転し、顧

客からの取引対価の支払いを受ける権利を得ていると判断できるためであります。

履行義務を充足してから対価を受領するまでの期間が通常は１年以内であるため、当該顧客との契

約に基づく債権について、重要な金融要素の調整は行っておりません。

３． 顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに

当連結会計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益

の金額及び時期に関する情報
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(1)契約負債の残高等 （単位：千円）

当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 4,883,335

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 6,857,912

契約負債（期首残高） 294,079

契約負債（期末残高） 1,329,691

契約負債は、製品を引き渡した時点において収益を認識する顧客との契約について、支払条件に基

づき顧客から受け取った前受金に関するものであります。契約負債は、収益の認識に伴い取り崩され

ます。

当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、

238,123千円であります。

(2)残存履行義務に配分した取引価格

当連結会計年度末における残存履行義務に配分した取引価格の総額は、10,182,682千円でありま

す。当社グループは、当該残存履行義務について、ほとんどすべてが１年内に収益として認識される

と見込んでおります。

(１株当たり情報に関する注記）

１. １株当たり純資産額 2,697円94銭

２. １株当たり当期純利益 57円34銭

（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎

連結損益計算書上の親会社株主に
帰属する当期純利益

373,804千円

普通株主に帰属しない金額 ―

普通株式に係る親会社株主に帰属
する当期純利益

373,804千円

普通株式の期中平均株式数 6,519千株

(重要な後発事象に関する注記)

該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書

〔 2021年４月１日から
2022年３月31日まで 〕 （単位 千円）

残高及び変動事由

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

資 本
準 備 金

そ の 他
資 本
剰 余 金

資 本
剰 余 金
合 計

利 益
準 備 金

その他利益剰余金 利 益
剰 余 金
合 計

別 途
積 立 金

繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 2,319,024 749,999 816,911 1,566,911 91,861 5,300,000 4,709,623 10,101,484

会計方針の変更による
累 積 的 影 響 額

△2,619 △2,619

会計方針の変更を
反映した当期首残高

2,319,024 749,999 816,911 1,566,911 91,861 5,300,000 4,707,004 10,098,865

剰余金の配当 － － － － － － △98,292 △98,292

当 期 純 利 益 － － － － － － 227,169 227,169

自己株式の取得 － － － － － － － －

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額) － － － － － － － －

事業年度中の変動額合計 － － － － － － 128,877 128,877

当 期 末 残 高 2,319,024 749,999 816,911 1,566,911 91,861 5,300,000 4,835,881 10,227,742

残高及び変動事由

株 主 資 本
評価・換算
差 額 等

純資産合計

自己株式
株主資本
合 計

そ の 他
有価証券
評価差額金

当 期 首 残 高 △44,406 13,943,013 66,705 14,009,719

会計方針の変更による
累 積 的 影 響 額 － △2,619 － △2,619

会計方針の変更を
反映した当期首残高 △44,406 13,940,394 66,705 14,007,100

剰余金の配当 － △98,292 － △98,292

当 期 純 利 益 － 227,169 － 227,169

自己株式の取得 △166,875 △166,875 － △166,875

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額) － － △13,504 △13,504

事業年度中の変動額合計 △166,875 △37,998 △13,504 △51,503

当 期 末 残 高 △211,282 13,902,396 53,200 13,955,596
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個 別 注 記 表
(重要な会計方針に係る事項に関する注記)

１. 有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 満期保有目的の債券………償却原価法(定額法)

(2) 子会社株式及び関連会社株式

……移動平均法による原価法

(3) その他有価証券

市場価格のない株式等以外

のもの………………………時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定。)

市場価格のない株式等……移動平均法による原価法

２. デリバティブ

デリバティブ………………時価法

３. 棚卸資産の評価基準及び評価方法

評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)によっております。

(1) 商品…………………………先入先出法

(2) 製品…………………………個別法

(3) 仕掛品………………………個別法

(4) 原材料及び貯蔵品…………先入先出法

４. 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産………………定率法

ただし、1998年４月１日以降取得した建物(建物附属設備を除く)並び

に2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については

定額法

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 ８年～50年

機械装置 ４年～31年

その他 ２年～45年

(2) 無形固定資産………………定額法

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準に

よっております。

５. 引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金…………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を

勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金…………………従業員への賞与支給に備えるため、当事業年度の負担すべき支給見込

額を計上しております。

(3) 役員賞与引当金……………役員に対して支給する賞与の支給の支出に充てるため、支給見込額に

基づき当事業年度に見合う分を計上しております。

(4) 製品保証引当金……………契約に基づき保証期間内の製品を無償で修理・交換する費用の支出に

備えるため、過去の実績を基礎として算出した修理・交換費用並びに

納入済製品の補修費支出等の見込額を計上しております。
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(5) 退職給付引当金……………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務

の見込額に基づき計上しております。

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末まで

の期間に帰属させる方法については給付算定式基準によっておりま

す。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の年数(10年)による定額法により按分した額を

それぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

６. 重要な収益及び費用の計上基準

当社は、数値制御旋盤、マシニングセンタ及び普通旋盤等の工作機械の製造販売を主な事業内

容としております。

これらの事業に係る製品の販売については、引渡時点において顧客が当該製品に対する支配を

獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、原則として製品の引渡時点で収益を認

識しております。国内販売においては、顧客の検収が完了した時点で収益を認識しており、輸出

販売においては、主にインコタームズ等で定められた貿易条件に基づきリスク負担が顧客に移転

した時点として、船積時に収益を認識しております。なお、現地据付調整作業を伴う一部の製品

については、顧客の検収が完了した時点で収益を認識しております。

７. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

(1）退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、連結計算書類における会計処理

の方法と異なっております。

(2) 記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

(会計方針の変更に関する注記）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」と

いう。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これ

により、従来出荷時に収益を認識しておりました製品販売の一部について、検収時に収益を認識する

ことといたしました。

また、販売手数料等の顧客に支払われる対価については、従来、販売費及び一般管理費として処理

する方法によっておりましたが、取引価格から減額する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱い

に従っており、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当

事業年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

また、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた「前受金」は、当事業年度よ

り「契約負債」に含めて表示しております。

この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当事業年度の貸借対照表は、売掛金は

402,245千円減少し、商品及び製品は255,755千円増加し、流動資産その他は17,390千円増加しており

ます。当事業年度の損益計算書は、売上高は283,759千円減少し、売上原価は104,763千円減少し、販

売費及び一般管理費は87,586千円減少し、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益はそれぞれ

91,409千円減少しております。

当事業年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、株主資本等変動計算書の期首
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残高は2,619千円減少しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算

定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、計算

書類に与える影響はありません。

(会計上の見積りに関する注記）

(繰延税金資産の回収可能性）

(1）当事業年度の計算書類に計上した金額 133,416千円

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

(1）の金額の算出方法は、連結計算書類「注記事項(会計上の見積りに関する注記）繰延税金資産

の回収可能性」の内容と同一であります。
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(貸借対照表に関する注記)

１. 担保に提供している資産

(1) 工場財団

建 物 1,485,145千円

構 築 物 8,811千円

機 械 装 置 17,099千円

土 地 1,197,540千円

計 2,708,597千円

(2) その他

建 物 26,411千円

土 地 178,280千円

計 204,692千円

2022年１月に締結したコミットメント期間付タームローン契約に基づき、上記の工場財団及びその

他を担保に提供しております。

２. 有形固定資産の減価償却累計額 4,659,096千円

３. 国庫補助金を受入れたことにより有形固定資産の取得価格から直接減額した圧縮記帳額は、次の

とおりであります。

建物 25,004千円
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４. 関係会社に対する金銭債権及び債務

短期金銭債権 440,402千円

短期金銭債務 554,760千円

５. コミットメント契約

当社は、安定的かつ機動的な資金調達方法を確保することにより、今後の経営環境の変化に柔軟

に対応するため、2022年１月に取引銀行３行とコミットメント期間付タームローン契約を締結して

おります。当該契約はあらかじめ定めた規模の洪水及び地震に被災した際に災害復旧資金としても

借入実行可能な契約となっております。また、当該契約に係る当事業年度末における借入実行残高

はありません。

コミットメントの総額 2,000,000千円

借 入 実 行 残 高 ―

差 引 額 2,000,000千円

６. 財務制限条項

当社が締結しているコミットメント期間付タームローン契約(2022年１月28日締結)には、本契約

締結日以降到来する各事業年度の末日において、個別貸借対照表における純資産の部の合計金額

が70億円を下回らないこと、かつ、各事業年度の末日において、個別損益計算書において償却前

経常損益(経常損益及び減価償却費(特別損失に計上されるものを除く。)の合計金額)を３期連続

で損失とならないようにするという財務制限条項が付されております。

(損益計算書に関する注記)

関係会社との取引高

売 上 高 1,054,829千円

仕 入 高 2,383,394千円

販売費及び一般管理費 379,155千円

営業取引以外の取引高 266,560千円

(株主資本等変動計算書に関する注記)

自己株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 25,211 141,764 － 166,975

（変動事由の概要）

増加数の内訳は、次の通りであります。

2021年10月29日開催の取締役会決議による自己株式の取得 141,400株
単元未満株式の買取 364株

― 22 ―



(税効果会計に関する注記）

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

税務上の繰越欠損金 271,304千円

退職給付引当金 219,829千円

棚卸資産評価損 133,097千円

賞与引当金 39,507千円

関係会社出資金評価損 44,354千円

減価償却費 44,835千円

製品保証引当金 25,112千円

投資有価証券 12,070千円

資産除去債務 9,225千円

未払費用 3,727千円

その他 62,322千円

繰延税金資産小計 865,387千円

評価性引当額 △629,300千円

繰延税金資産合計 236,086千円

繰延税金負債

固定資産評価差額 74,779千円

その他有価証券評価差額金 26,820千円

その他 1,069千円

繰延税金負債合計 102,670千円

繰延税金資産純額 133,416千円
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(関連当事者との取引に関する注記)

属性
会社等
の名称

住所 資本金
事業の
内 容

議決権の
所有割合

関係内容
取引の
内容

取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)役員の

兼職等
事業上の
関 係

子会社
台灣瀧澤
科技股份
有限公司

台 湾
桃園市

724,562
千台湾元

工作機械
の製造・
販売

51.09％ 役員３名
部品等の
売買

部品の
購入
(注)

2,377,450 買掛金
506,194

子会社
TAKISAWA,
INC.

米 国
イリノイ州
シャンバーグ市

3,900
千米ドル

工作機械
の販売・
サービス

100％ 役員１名
製品等の
販売

製品等
の売上
(注)

697,231 売掛金 75,877

子会社
滝澤商貿
(上海)有
限公司

中国
上海市

215,000
千円

工作機械
の販売・
サービス

100％
役員２名

製品等の
販売

資金の
貸付
(注)

―
短期貸
付金

250,380

貸付金
の回収
(注)

184,440
その他
(流動資

産)
13,126

(注) 取引条件ないし取引条件の決定方針等
部品等の売買については、市場価格を勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。
資金の貸付については、利率は市場金利を勘案して合理的に決定しております。

(１株当たり情報に関する注記)

１. １株当たり純資産額 2,176円77銭

２. １株当たり当期純利益 34円85銭

（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎

損益計算書上の当期純利益 227,169千円

普通株主に帰属しない金額 ―

普通株式に係る当期純利益 227,169千円

普通株式の期中平均株式数 6,519千株

(重要な後発事象に関する注記）

該当事項はありません。
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